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主審 副審

尚学館 諸富
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 18 1 7 1 2 0 0 4 ＊ (C) 2 0 1 0 3 0 0

5 ＊ 18 2 4 4 1 0 0 5 ＊ 5 1 0 2 5 0 0

6 ＊ 9 3 0 0 0 0 0 6 ＊ 3 0 1 1 1 0 0

7 ＊ 14 0 6 2 4 0 0 7 6 0 3 0 5 0 0

8 ＊ 6 0 3 0 2 0 0 8 ＊ 12 0 5 2 1 0 0

9 0 0 0 0 2 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0

10 0 0 0 0 0 0 0 10 10 2 2 0 2 0 0

11 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0

12 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 0 0 14 ＊ 23 2 8 1 2 0 0

15 15 0 0 0 0 0 0 0

16 16 0 0 0 0 0 0 0

17 17 0 0 0 0 0 0 0

18 18 0 0 0 0 0 0 0

65 6 20 7 11 0 0 61 5 20 6 19 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト
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平成22年度　九州中学校体育大会
第40回九州中学校バスケットボール競技大会

B4

期
日

2010年（平成22年) 8月6日(金)

警告：合計が違います

○(宮崎2位)

男子1回戦

尚学館 65 61 諸富

14:00

警告：合計が違います

(佐賀1位)●

06:55 － 30:18 31:51
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

10:23 14:49 22:42 31:27 31:53
OT1 OT2

－ －
OT1 OT2

－

Bコート第4試合、宮崎代表・尚学館中学校と佐賀代表・諸富中学校の試合。両チームともマンツーマンディフェンスでスタートする。尚学館#4夏井がドライブインを決め始まる。さらに#4夏井の連

続シュートが決まりリードする。一方、諸富の#14吉田がシュートを決め反撃を開始する。両チーム，一進一退の攻防となる。尚学館#6寺園の３P，直後に諸富#14吉田が３Pを決め返す。その後，尚

学館#5松田のバスケットカウント１スローにより点差が徐々に広がる。その後，ハーフマンツーのプレッシャーを強めた尚学館がリードを広げ25-13で１Q終了する。

２Q，リズムを変えたい諸富はゾーンでスタートする。しかし，尚学館はパスをしっかり回しアウトサイドシュートを決めリズムを崩さない。諸富も得点を重ね，一進一退の攻防が続く。諸富は#8池

内，#14松永がシュートを決めれば，尚学館の#7廣瀬がバスケットカウント１スローを決め返しなかなか点差が縮まらない。尚学館は#4夏井#6寺園が要所でシュートを決め42-29で尚学館のリード

で前半を終了する。

３Q，尚学館#4夏井のシュートで後半がスタートする。諸富は#7市丸，#5金田，#8池内の連続得点で点差を詰める。諸富#14吉田の３P，対して尚学館#4夏井のバスケットカウント決め激しい攻防

が続く。残り２分４７秒，諸富#7市丸が４つの個人ファールでベンチへ下がる。両チームとも流れを掴めず点差が変わらない。残り１分から諸富はオールコートのディフェンスでプッレシャーをかけ

点差を縮め55-49，尚学館６点リードで３Qが終了する。

４Q，尚学館は#4夏井が中心となりリードを広げる。一方，諸富は#14吉田，#10山田が得点を重ねる。諸富#5金田が残り３分50秒でファールアウトとなるが諸富のオールコートディフェンスが尚学

館の焦りを誘う。なかなか点差が縮まらない諸富が残り１分４２秒となったところでタイムアウトを取る。残り１分，４点差となり今度は尚学館がタイムアウトをとる。尚学館はボールをコントロールし

65-61で逃げ切り勝利する。
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